
 
 
  
 
 

  

早い梅雨入り・・・・・晴天が続いています 

助かりでした。 

  今年の梅雨入りは、５月２８日頃ということで平年より１１日も早いということでした。

ところが、この地方は５月３１日から１０日間以上、まとまった雨が降っていません。 

梅雨入りは、「前日や当日が『曇りや雨』の天気で、翌日以降も週間予報などで『曇り

や雨』のぐずついた天気が続くと予想される場合」に判断するそうです。そう考えると梅

雨入り以降の天気がどうも予想と違ったのかも知れません。「梅雨入りの日」は、後で変

更をする場合もあるとのことです。この様子だと遅らせるかもしれませんね。 

 

プール開きに向けて準備完了・・・６月１０日はプール開きです 
プール掃除の５月３０日（木）は、梅雨入りした

とのことで、雨の予報となっていたものの、緩やか

な日差しの中、予定通り掃除ができました。５年生・

６年生が橋北消防団の皆さんに支援していただいて、

プール掃除をしました。６年生はプールの担当でし

た。プールの底は、１０ヶ月間に風によって運ばれ

たかなりの量の運動場の砂が沈殿していました。側

面も汚れや藻の仲間が付いています。たわしやデッ

キブラシなどでしっかりこすって、水色の底面・側

面が見る見るきれいになりました。消防分団の方が

圧力をかけて放水してくださり、大

５年生は、更衣室やトイレ、用具庫、シャワーや腰洗い槽等、ほ

こりっぽくなっていたり、汚れが目立ったりするところを掃除しま

した。担当したところを一生懸命に掃除したり、自分のところが終

わったら、まだ済んでいないところを手伝いにいったりなど、積極

的な仕事ぶりが光っていました。 

力をあわせてよい準備ができました。先週には浄化槽の点検も済

ませ、今日のプール開きを迎えました。これから約１ヶ月間、楽し

く安全にプールでの学習に取り組みたいと思います。 

 

委員会・クラブの紹介 
 毎月、第１月曜日の６時間目に「委員会」を行って

います。５年生・６年生の子どもたちが中心となって、

自分たちの学校生活をよりよくするために、分担して

活動します。多くの委員会は、毎日、当番を決めて活

動しており、委員会の時間には、活動の振り返りや作

業、新たな企画などをしています。子どもたちが自分

たちの生活を自分たちで「創る」といった発想で、知恵を出してほしいと望んでいます。 

５月２９日(水)の児童集会では、それぞれの委員会から、全校に次のようなお願いや紹

介がありました。委員会は、年間を前期・後期に分けて行う予定です。 
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６月３日から図書館が利用できます。朝や昼の休み時間に借りたり、返したりする

ことができます。週に１冊は借りてたくさん本を読みましょう。 
図書 

朝や給食の時間に、みんなが聴きやすく、楽しめる放送ができるようにがんばって

います。 
放送 

保健室前の健康調べボードの点検をしています。手洗い場の石鹸やトイレペーパー

の補充もしています。 
保健 

体育館横の花壇の水やりや飼育小屋のカメの世話をしています。みんな見に来てく

ださい。 
飼育・栽培 

チャイムまでそうじをしっかりしましょう。週２回そうじロッカーの点検をしてい

ます。どのクラスも整頓できていました。 
掲示・清掃 

体育倉庫の整頓や一輪車倉庫の開け閉め、給食の献立の掲示をしています。全校遊

びの計画もします。みんなの役に立つように取り組みます。 
体育・給食 

今日のような児童集会の企画や準備をします。生活目標をみんなができるようにな

るよう取り組みます。 
代表 

「クラブ」は、４・５・６年生が自分の興味や関心を持つクラブに所属して、それぞれの

活動に取り組みます。今年度は、年間５回程度を予定しています。子どもたちが活動を楽

しむと同時に、異年齢の交流を通じて社会性を養う場にもしていきたいと考えています。 

球技クラブ（運動場） サッカー・ドッジボール 

球技クラブ（体育館） バスケットボール・ビーチバレーボール・バドミントン 

卓球クラブ 卓球 パソコンクラブ カレンダー作り等 

家庭クラブ 小物つくり・調理等 将棋・オセロ 将棋やオセロをする 

折り紙・イラスト 折り紙をしたり、イラストを描いたりする 

ペーパークラフト ポップアップカード作り等 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校ボランティアのお願い・・・各家庭へのお願いを配布しました 

 ７日に「平成２５年度学校ボランティアのお願いについて」の案内を配布しました。ボ

ランティア関連の位置づけは、本校の学校づくりビジョンにも次のように示しています。 

重点２ 心の教育の充実  重点４ 保護者・地域と共に歩む学校づくりの推進 

○方策 体験活動を積極的に取り入れ、

豊かな人間性・社会性を育みます。

○方策 保護者・地域との連携・協働による開かれ

た学校づくりを進めます。 

人から学ぶ体験活動の場の充実     ボランティア等地域人材の活用  

 めざす子どもの姿を実現させるためには、何よりも教育活動の充実が大切であると考え

ています。このことに向けて、学校の努力は言うまでもありませんが、保護者や地域の方々

に協力いただき、一層多様な教育活動を展開していきたいと思います。そのためには、人

材確保が大きな課題となります。 

 そこで，学校の教育活動を支援してくださる方のボランティア参加をお願いした次第で

す。学校ボランティアには、場合によって専門的知識や技術が必要なものもありますが、

多くの方にやっていただける活動もたくさんあります。 

「できることを できるときに できることから」を基本にしたいと思います。学校の応

援団となっていただきますよう、ぜひご協力をお願いします。 



 

 

 

 

 

 
地域の皆様へは、別紙「ボランティアのお願い」がありますのでご覧ください。

 

 

 

 

 


